
中四国地域における

大豆の生産振興のための

意見交換会（オンライン）
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地域の大豆生産者と実需者とのかかわり
・関係機関との連携について

業務部 農産事業課
課長 徳力望 1



おいしさをずっと、400年。
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天正年間 （1580年頃）片岡治兵衛が創業

地元たつので淡口醤油を作り続けたい

「原料の産地からお客様の食卓まで」

社名・マークの由来

龍野藩の「物産蔵」が、『東蔵』と呼ばれていた

「社運が旭日昇天の勢いなれかし」の願いを込めて定めた

これからもずっと、400年。



経営理念 地域には「ヒガシマルという会社があって良かったなぁ」
と心から言われる会社作りを目指します

将来に向け継続的に

「地産化」＝「地域に貢献」

・生産者は、
地元で醤油醸造用の高品質な 小麦･大豆 を生産する

・ヒガシマルは、
地元の契約生産物は、全量買い取り･醤油を造る

高品質な小麦･大豆の 地産化の推進

3



発表内容
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１）醸造用原料の安定調達のための地産化

・生産者とのかかわり、関連機関との連携

２）大豆の多収化に向けて

・醸造用新品種大豆 たつひめ

・亜熱帯化干ばつ対策の栽培技術例

３）発酵諸味粕堆肥による資源循環型農業

・2年3作＋土つくり(ASK)

・ASK(発酵諸味粕堆肥）の高度利用

４）まとめに入ります



食料安全保障の強化･年1回達成度調査
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今から25年前・・・2050年問題

2010年 総務省統計局
世界の総計第2章
2-1世界人口の推移(1950~2050)

2050年には、世界人口は92億人、

日本の人口は0.95億人と推計

食糧の争奪戦が予想
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大豆・小麦の安定調達が必須



まず、1998年 小麦を全量国内麦化

北海道から兵庫県へ

地産化の推進
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生産・実需双方にメリットが創出･享受されることを基本理念に､各団体が
役割を明確に活動し､取り組みの継続・拡大､そして地域社会貢献に結び付いている

JA全農 兵庫県本部
地場産原料契約栽培元

兵庫県手延素麺協同組合
地場産原料を使った素麺製造ヒガシマル醤油㈱

地場産原料を使った醤油製造

㈱高田商店（事務局）
生産側、実需側、指導機関
との相互調整

JA兵庫西
生産側の契約元 資材準備、栽培履歴
検証、収穫後の受検、栽培技術指導

生産者
（農業法人・集落営農・大型農家）

高品質地場産原料の生産

龍野醤油協同組合
組合全体への取組普及検討独立研究開発法人 農研機構

兵庫県（農林水産技術総合センター、農業改良普及センター）
たつの市農林水産課
地場産原料栽培方法（品質向上、増収等）の指導

「農商工･公」連携による地産化
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醸造用 新品種開発
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地元に小麦･大豆の新品種の導入



醸造用小麦･大豆の新品種開発

農研機構 西日本農業研究センター「共同研究」による

毎年、新品種候補の現地実証試験に取り組む
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小麦・大豆の定点圃場「巡回研修」

・定点圃場の調査

「定点」各生産者代表ほ場
とし、指導機関による生育
調査を実施する。

・皆で巡回研修

マイクロバスに同乗し、

定点ほ場を巡回し、

調査結果をもとに、

指導機関による栽培指導。
生産者相互の情報交換の場
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株式会社グリーンファーム揖西
令和3年度全国麦作共励会農林水産大臣賞受賞

令和３年度麦作共励会において、たつの市の(株) グリーンファーム揖西は、地元大手醤油メーカーの 需要と結
びついた高タンパク小麦「ゆめちから」の 高品質生産や、JAとの連携や試験機関との共同研究 等による安定生
産（県平均の約２倍の単収）が評価 され、農林水産大臣賞を受賞した。

https://www.maff.go.jp/index.html 12



〇兵庫県農技
水稲＋発酵諸味粕堆肥
栽培技術開発

〇西日本農研
大豆品種開発
（＋多収技術開発）

〇西日本農研
小麦品種開発
（＋多収技術開発）

〇アグリライト研究所･RESTEC
衛星リモートセンシング

〇ヒガシマル農産事業課
マルチスペクトルドローン
による検証

〇西日本農研＋BASF
大豆難防除雑草
アサガオ防除技術実証

共
同
研
究
の
連
携
体
制 〇ヒガシマル農産事課

発酵諸味粕堆肥の
作用メカニズムの解明

〇兵庫県農技
発酵諸味粕堆肥
ジャンボタニシ対策

〇西日本農研
土壌排水性評価
＋発酵諸味粕堆肥

排水性と地力向上効果
を評価（R4.11~）
共同研究開始
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① 地域の生産者(団体)＆組織

実生産 ：営農・法人、それらの組織化・・・切磋琢磨

新品種・技術開発：生産能を評価できる「優秀な生産者」との現地実証⇒地域導入

たつのの例）㈱グリーンファーム揖西

② 実需者

実生産 ：全量買い取り

新品種案の提供 ：西日本農研－ヒガシマル醤油…共同研究

栽培技術案の提供：多収化･環境の変化に対応⇒儲かる農業＝安定調達

③ 関係機関（普及センター･県農技センター･農研機構）

実生産 ：生育調査、栽培指導、栽培こよみ改訂

新品種・技術開発：共同研究
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新品種/栽培技術で地産化の推進

◎今後は
トップ生産者、
農機メーカー
ともコラボしたい



まだまだ足りない地元産小麦･大豆
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大豆をめぐる情勢 R4.12 農林水産省

まだまだ足りない国産の小麦･大豆



発表内容
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１）醸造用原料の安定調達のための地産化

・生産者とのかかわり、関連機関との連携

２）大豆の多収化に向けて

・醸造用新品種大豆 たつひめ

・亜熱帯化干ばつ対策の栽培技術例

３）発酵諸味粕堆肥による資源循環型農業

・2年3作＋土つくり(ASK)

・ASK(発酵諸味粕堆肥）の高度利用

４）まとめに入ります
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大豆新品種 たつひめ(四国41号)

たつひめの特性

〇粒径：中小粒
・多収品種

(海外産大豆）
・醸造設備適性良

〇栽培適性
・耐倒伏性

狭条密植適性高
・難裂莢
・＋立枯れ病耐性

〇品質
・高たんぱく
・糖バランス良
・醸造品質適性良
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〇環境リスク発生
温暖化＝亜熱帯化
＝播種期の干ばつ

・～1990
順調な単収増

・～2010
停滞、減収

・～現在
単収微減傾向!!
大豆離れの危機!!

亜
熱
帯
化
で
干
ば
つ⇒

低
収
傾
向



播種：小粒を多く播いて多収化

慣行：
中粒7㎏/10a(25粒/㎡）

収量：212㎏

試験
小粒7㎏/10a（35粒/㎡）

収量：256㎏

試験：
小粒８㎏超/10a（40粒/㎡）

収量：231㎏

H29農林水産省委託プロジェクト
たつの現地実証試験

大豆播種
粒大・密度
多収化の検討
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排水対策は「水分調整」が肝要!!

収量：◎315㎏/10ａ 収量： 292㎏/10ａ 収量： 272㎏/10ａ

H29農林水産省委託プロジェクト
たつの現地実証＆兵庫県農技センター
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亜熱帯化干ばつ対策
播種前排水対策の検討



格子状弾丸暗渠による水平排水 心土破砕による縦浸透

前作小麦の排水対策の徹底で大豆増収!!
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※2023年のみ
荷受反収

（水分12％換算）

干ばつ対策：「深播き5㎝」で増収!!



発表内容
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１）醸造用原料の安定調達のための地産化

・生産者とのかかわり、関連機関との連携

２）大豆の多収化に向けて

・醸造用新品種大豆 たつひめ

・亜熱帯化干ばつ対策の栽培技術例

３）発酵諸味粕堆肥による資源循環型農業

・2年3作＋土つくり(ASK)

・ASK(発酵諸味粕堆肥）の高度利用

４）まとめに入ります



農商工公連携と資源循環型農業

大豆

小麦

米

原料生産
プロセス

醤油製造
プロセス

肥料製造
プロセス

農商工･公
連携

資源循環型
農業

醤油

発酵諸味
粕堆肥

諸味粕

たつの市集落営農
連絡協議会
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ＡＳＫ(発酵諸味粕堆肥)の形状と散布法

マニアスプレッダー
＋少量散布キット
200㎏/10a 26



2年3作＋ASK で圃場の利用率・収量アップ！
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｢発酵諸味粕堆肥｣ だけで米栽培

地元企業と連携した資源循環型農業の実現

～本当の持続可能性はここにある～

2023/02/01

㈱
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
揖
西

猪
澤

敏
一
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目標を技術課題として捉える

〇目標

相反する課題

〇技術課題として「化学肥料原単位の改善の機会」と捉える

・小麦自給率アップ
・大豆自給率アップ

・化学肥料の３０％削減
・有機農法の拡大

・国内有機質資源＋化学肥料 の併用
・新品種
・スマート農業

（＝リモートセンシング技術）
・適切な排水対策

技術の
集約
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原単位評価：米小麦大豆100㎏に必要な化学肥料量
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化学肥料㎏の原単位の計算例（ ）慣行データ無いのでGF従来値で計算

ASKの高度利用で米小麦大豆100㎏に必要な化学肥料を44%削減

(kg/10a) 土づくり 米 小麦 大豆 計
原単位

（化成g/100kg）
対比 合計

原単位
（化成g/100kg）

対比

堆肥 牛ふん2000 - - -

慣行暦
N 8.2 23.6 3 34.8 2.99 100%

60.6 5.21 100%P 7.4 2.4 3.2 13 1.12 100%
K 8.2 2.4 2.2 12.8 1.10 100%

単収 （455） （536.9） （170.5） （1162.4）
堆肥 ASK200 - - -

GF従来
N 4.2 23.6 3 30.8 2.65 88.5%

48.8 4.20 80.5%P 3.7 2.4 3.2 9.3 0.80 71.5%
K 4.1 2.4 2.2 8.7 0.75 68.0%

単収 455 536.9 170.5 1162.4
堆肥 ASK200 ASK200 ASK200 ASK200

GF新
N 0 23.6 3 26.6 2.10 70.3%

36.8 2.91 55.8%P 0 2.4 3.2 5.6 0.44 39.6%
K 0 2.4 2.2 4.6 0.36 33.0%

単収 444 562.2 258 1264.2



発表内容
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１）醸造用原料の安定調達のための地産化

・生産者とのかかわり、関連機関との連携

２）大豆の多収化に向けて

・醸造用新品種大豆 たつひめ

・亜熱帯化干ばつ対策の栽培技術例

３）発酵諸味粕堆肥による資源循環型農業

・2年3作＋土つくり(ASK)

・ASK(発酵諸味粕堆肥）の高度利用

４）まとめに入ります



国も気象変動を踏まえた

品種開発１）

・多収新品種導入
・温暖化対策品種

対策技術の普及２）

・播種時期を遅らす
・複数作柄の並行栽培

を急ぐ

新品種導入･多収化技術普及が急務！＋「教育」
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１）新品種で多収化達成⇒儲かる農業

・新品種導入：多収化、環境対策に必須

⇒新品種導入サイクルの短縮（新品種栽培面積の早期拡大）⇒制度改革

・安定生産 ：米と同様（早生・中生・晩生）

⇒麦も大豆も多様化で安定を図る⇒複数品種導入

・種子生産 ：生産拡大に伴い「種子の増産」、安定のための複数品種化「多品種対応」

⇒種子生産の門戸を広げる ⇒ 高レベル生産者

２）革新技術で省力化と収益性改善⇒担い手確保

・米：育苗、田植えの無い米作り ⇒灌水/乾田直播 ⇒ ドローンで灌水播種

・更に 麦、大豆 のドローン播種へ！？

３）2年3作(米+麦+大豆)+土つくり体系＆技術の集約＆教育の場
・生産団体の「2年3作体系」を一気通貫で捉えた技術開発で生産性を向上

・新品種導入、種子生産、栽培技術試験を併せ「教育」をこの仕組みで担う

・「農商工・公の連携した団体」に対する支援の制度はありませんか？

品種･栽培技術の導入動向/要望

34



35

「原料の産地から お客様の食卓まで」責任を持ち、
「楽しく、豊かで、安全な食生活」に貢献します


